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国際熱核融合実験炉ITERにおいて、タング

ステン、低損耗率、低水素吸蔵などの特性に

よりダイバータ板の候補材料となっている。

これまで、タングステン材料においてダイバ

ータ模擬プラズマ照射後の水素同位体吸蔵量

測定が数多く行われており、プラズマ粒子束

や照射量が大きくなると、材料中で溶解でき

なくなった水素同位体が析出して、バブルや

ブリスタを形成し吸蔵を促進する可能性が見

出されている。特に、ITERではDT反応によっ

て生成した14MeV中性子によって照射損傷を

受け、その結果トラップサイトが生成される

ため、水素同位体蓄積量が増大すると考えら

れる。

そこで、実機環境下を模擬可能なプラズマ

照射装置とイオンビーム解析装置が一体とな

った、その場計測が可能な装置(Plasma Surface
Dynamics with Ion Beam Analysis:PS-DIBA)[1,2]
を用いて、A.L.M.T.社製タングステンに対して、

重水素プラズマ照射下重水素吸蔵量の計測を

核反応分析法(NRA)により行った。タングステ

ンは2000Kでアニーリングし、その後タングス

テンイオンを照射量2.75×1015cm-2で照射し損

傷を与えたものと、未損傷の試料を用意した。

プラズマ粒子束1.0×1018cm-2s-1、入射イオンエ

ネルギー約30eVの重水素プラズマを照射し、

試料温度を一定に保ちながら照射中･停止直

後の吸蔵量を計測した。空冷と電子加熱によ

り350-550Kの5つの試料温度で同条件のプラ

ズマを照射し実験を行った。各温度での吸蔵

量をそれぞれの試料で比較したものをFig.1に
示した。図の斜線部分では重水素プラズマ照

射を行っており、それ以外では電子加熱を行

っている。Fig.1より、損傷を与えた試料にお

いて、重水素吸蔵量が急激に増大しているこ

とが分かる。またプラズマ照射中及び照射停

止後では、吸蔵量はほとんど変化していなか

った。また、温度の上昇により吸蔵量が減衰

することは両者の試料において確認された。

Fig. 1 損傷を与えた試料と未損傷試料の

重水素吸蔵量比較
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